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2019年２月期（第 130 期）配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2019年１月 15日開催の取締役会において、2019年２月期（第 130期）の１株当たり配当

予想について、以下のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１.配当予想修正の理由 

  当社は「TOHO VISION 2021 東宝グループ 中期経営戦略」において、年間35円の配当をベース

にしつつ、業績が予想や目標を上回って推移した場合は、業績連動分として追加の配当を積極的

に検討することを資本政策の基本方針としております。 

 

当期（2019年２月期）は、主力の映画事業おいて『劇場版コード・ブルー -ドクターヘリ緊急

救命-』『名探偵コナン ゼロの執行人』等の大ヒットが業績を牽引したことに加え、演劇事業、

不動産事業も順調に推移し、中期経営戦略で掲げる営業利益目標を達成できる見通しとなって

おります。 

 

こうした状況を踏まえ、2019年２月期の１株当たりの期末配当金は、当初17.5円を予想してお

りましたが、特別配当10円を増額し、27.5円に修正することといたしました。この結果、１株当

たりの年間配当金は45円（前期実績45円）となる予定です。 

 

２.修正の内容 

 
年間配当金（円） 

第 2四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想  １７．５円 ３５円 

今回修正予想  
２７．５円 

(うち特別配当 10円) 
４５円 

(うち特別配当 10円) 

当 期 実 績 １７．５円   

前期実績(2018年 2月期) １２．５円 ３２．５円 ４５円 

 

以 上 


